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〉’　・・ビ・7“天文建の夫人墓長 145．
の友人や氏の崇点者達から，一日千秋G思ひで待ナこれて居るものらしく，筒夫
人に委ねたもの中から目星しいものをあけますE，
　　　　Philosophie　astronomique　；　le　Monde　invisible　；
　　　　les　M6tamorphoses　du　globe・：　VAutre　Monde
なさがあります○併し何Eいっても彼が全生命をブチこんで居ナこものは
　　　　Astronomie　populaire
であって，此の書物に夏らに，天界永讃記念碑εもいふべき立派な美しい澤山
の三二を挿入して新刊εして，世に出さうミいふのです。此の著書によって，
彼が天文學的天稟の豊かさを知り得て充分だざ，いはれて居ります。
　最後に，私さ・もが襟を正して傾瀦すべきこεがあります。フランマリオン氏
は死ぬ朝までも，一九二六年の野冊観測の『手びき』にもミ天文年鑑第六十二號
を校正して居ったミいふ事です。氏の天文學熱愛の程も偲ばれて奥床しい限り
ではありませんか。氏にも残れて，女性の身であり乍ら，天文學熱愛の夫人の
誉めに限りなき幸福を別って筆をおきます。（L’lllustration，27　Juin　I　g25より）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一能田思亮謬一
天禮方位測定機について
會員　津　田　雅　之
　天骨の位躍、蓮行並に天艦相互の位置關係
准知ろこ亡に吾々初歩の天文趣味な誘獲し、
進んでlt測定的に研究た導き、不知不識の間
に天丈知識の根本蹴転ふものであろ。天騰測
定機隠してiit種々忌門的の浅膚なる物に已に
多数に有るけれ共その儂の廉ならす從ってそ・
の設備たなすごミに一寸ビ素人向に匡出隅か
れろものである。使用法の簡軍にして費用も
少く素人tして誰れにても準備し得て而も學
術的である機構た案出し7こい定願望して今回
圖示ttる如き測定機な考案するに至っナこ。本
機に小下生中學生より或ろ程度の專門家にも
使用するに頂すうものであるビ信ずる。
　本機た使用して測定し得る事項の大要た記
するt
　　1．三等星までの天艦た測定するこ亡が
　　　　出土る
　　2．天鴉の位認（方向ビ高度）
　　3・北極星定天の北極iSの偏差
　　4・太陽の蓮動歌況
　　5．　月の蓮動朕況
6．　，恒星の蓮動
7・天艦間の角距離
8・太陽や月の直裡（角度）
なほ本機た地理的に磨令すれば
9．地物の方向及高さ（角度）
10・彼我土地の高低比較
　　等
　右の諸目的に使用するこミ得、且つ約十秒
角翠位までも比較的正確［：測定するこミな得
ろこt潜實験しす二〇
　本機の構造匡上の目的の7こめに方向角書高
度角亡な測定すべき爾主要部iS当れ々蓮諭す．
べき諸設備から成る。即ち墓板（テ）（挿圖肇
照）it三脚（カ）た開閉するこ亡により水ZFに
置くこ書な得うものにして、その水亭検定（t
之れに垂直なる縦桿（ホ）の側面に附設し7：る・
垂下錘（チ）によろ。横桿（二）は照準用にして
里翼準器（4ロ）ゐ9有し、毬罰含貯（タ）によりて緩着
せしめ、水ZF方向よりの高度た測定するもの
t　te旧れが慰め高度角々示す角度弧（へ）な
具へ歯車（ト）により上下すうもの（す。照準
器（ノ、）に太陽測定の場合［t限り虹起使用する
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ものこす。之れ太陽の強光iE直観するに肥え
ざろ々以て（イ）の陰影奄（ハ）衝に投影dしむ
うに便なればなり。なほ蔓板にに方向為定む
べき方針（ヌ）h・ee定し、且つ方向｝演則定すべ
き度盛（ル）な有す。縦桿（ホ）1工把手（P）i：よ
り顎板（レ）t共に度盛環（，レ）内な廻旋し得る
ものなり亡で。
　さて本機あg使用ぜんに匡先づ方針により皇
板准所要の方向［：固定し、垂下錘（チ）により
てその水嚢度な訂正す。而して測定SんEす
ろ天騰に諸鐙（二）な向け照準器（イロ）により
て正しくそれた照準すべし。此の時高度桿
（二）の術仰［t把手（ト）か旋回するこ書によ
り、；水亭方向に把手（フ）により面板（レ）奄旋
回すうものtず。然るぜきに横隔（二）の向に
所要の天膿の位置秘示すものにしてその仰角
（度盛へ．）に高度潜示し、顎板（レ）上の矢ば方
角（度盛～レ）を示すものEず。
　かく本機に使用法極めて容易にして而も比
較的精細に測定の目的二男iするものにして天
文碍究初歩者殊に小中學生向Sして適當なる
ものなるべしS信ず。從來よく小中學に於て
太陽観測のナこめに丁丁な測定するが如き間接
的な方法秘用ひす、本槻によれば直接的而も
干易に魏測秘なす為得る。本考案fP湖江に紹
介しなほ垂教准得すこい亡考へる。因に本as（t
實用薪案第九ニー六入號麺以て登録ぜられ7こ
ろものにして本考案のナこめ京大上田先生よリ
種々教を受けfここ亡海感謝するこ蜜た附記す
掻政宮殿下天醗望遠鎭御買上
　侍從武官、兼東富武官、海軍中佐近曝信藩
学ば二月廿目、日本光學工業株式會杜な検分
ぜられ’、撮馬刀殿下の御料品こして、東宮職
の名な以て、同類に照し、110粍天艘塞蓮鏡
の提作方な御下命になつずこ。其際同杜に奉職
中の東京支部五藤幹事に、折柄調整の爲同肚
に持肇しあり　t：る支部備付の80粍望遠々使：用
し太陽黒黒占た近藤武官の槻望に供し、望遠鏡
の構造為詳細観明申上気結果、接眼音B「プア
インダー」等同紅蓮鏡ご同様に婁の御指定で、
前記の通り御下命になつずこの（t　s日本亭亭工
業會肚ば勿論、本望に取っても、亦光比の至
りである。同肚に於ては、四月十五日迄に謹
製上納申上ぐる趣でであるが、洩れ承はろ所
に依れば四月廿日より實際御使用の趣にて、
豫て科學に幽し深甚の御造詣あらぜらるる王
政宮殿下に［t目下御影連中の生物學より更に
天文學の御研究に進まぜらるうものピ上玉ぜ
らろし次第であろ。
　筒、五藤幹事より近藤武官へ二fi號「天刷
な贈呈し、本葺の現駿奄御紹介しナこ趣であろ
　因に同黎蓮；鏡に接眼部に三個の直：角のプリ
ズムより炭ろ直澗形「映像直立プリズム」及一
個の「タ㌧・」プリズムより成ろ映際直立「ダイ
ヤゴナル」プリズム為交互に使用尊邸「ファ
インダー」にit豆電燈に依ろ十車線照明装置
及側方より「ガイド」するに便利な5一個の
「ダハ」プリズムより成ろ映像直立「童貞イヤゴ
ナル」プリズムか備へ　中宵箆望遠鏡Tg？して
に特殊購逡のものの由であろ。　（東京：支部よ
り古敵）
